
人D 243，128人

t監事事 7宮，884t量移 平成 2年 3月15

(平成 2年 2月 1臼現在〕 編集@金陸部広報課/'T254 平塚市浅間自J9黍 l

文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
県
立
青
少
年
会
館
が
、
市
け
い
移
管
さ
れ
る
と
と
に
な
り
、
一
一
一
月
一

日
に
同
開
会
さ
れ
た
三
万
定
例
市
議
会
で
「
平
塚
市
青
少
年
会
舘
の
設
霞
及
び
管
謹
等
に
関
す
る

条
例
」
を
審
議
中
で
す
。
最
終
日
の
一
二
月
二
十
八
臼
に
可
決
さ
れ
ま
す
と
、
一
一
一
十
日
に
県
知
事

と
一
禁
罪
ノ
認
内
弐
を
行
い
、
四
月
一
汀
か
ら
平
塚
古
手
百
-
少
年
会
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

県
立
青
少
年
会
館
が
呂
月
一
日
も
で
ミ
栂
互
の
理
解
が
深
ま
る
軽
食
堂
も
混
状
の
ま
察
さ
れ
る

か
ら
市
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
不
十
二
年
度
に
ま
た
、
い
ま
ま
で
間
百
円
善
少
乍

票
作
成
し
た
「
か
な
が
わ
青
少
会
館
を
利
用
し
て
い
た
団
体
と
¥
器
開
少
年
諜
湾
成

年
プ
ラ
と
に
「
地
域
と
雲
市
内
の
青
少
年
健
全
育
成
田
凶
体
と
係
も
会
舘
内
へ

し
た
婆
霞
、
地
減
へ
の
建
議
の
ヌ
流
ご
、
背
少
年
議
の
一
本

管
を
績
協
伊
4
悶
に
進
め
、
こ
れ
を
綬
化
が
可
能
と
な
り
、
大
き
な
効
果
移
管
径
の
凹
月
一
日
か
ら
は
、

と
し
て
活
動
が
幅
広
く
多
様
に
が
期
待
で
き
ま
す
。
中
で
も
、
県
市
主
薪
館
二
階
で
業
務
を
い
け
っ

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
、
そ
の
市
双
方
で
進
め
て
い
た
者
少
年
活
て
い
た
青
少
年
採
点
育
成
係
が
、
青

必
受
付
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
動
の
刊
本
化
は
、
よ
り
光
笑
し
た
少
年
会
話
聞
に
移
恥
し
ま
す
。
そ
し

で

す

。

展

開

問

が

翠

め

ま

す

。

て

、

市

の

青

少

年

行

政

の

拠

占

'

施

市
で
は
、
こ
の
趣
旨
を
十
分
理
一

1

設
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

解
し
、
移
管
の
申
し
入
れ
を
し
た
競
る
し
イ
メ

j

上
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

も

の

て

こ

の

ほ

ど

県

か

ら

正

式

ジ

立

設

移

エ

事

す

。

に

市

へ

移

譲

の

包

答

が

あ

り

ま

し

な

お

、

市

民

セ

ン

タ

ー

内

に

あ

た

。

渓

在

の

施

設

は

、

昭

和

四

土

ハ

る

青

少

年

相

談

室

は

、

従

来

ど

お

受
流
が
活
発
足
年
一
月
に
開
館
し
た
も
の
で
、
約
り
富
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行
い

十
九
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
ま
す
。

県

か

ら

市

へ

移

管

さ

れ

る

こ

と

そ

こ

で

泰

史

書

す

る

蕗

設

の

初

渇

は

に
よ
り
、
市
内
の
各
種
宙
開
少
年
育
こ
と
ゑ
前
提
に
、
約
八
千
万
円
の

成
ι団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
拠
点
費
用
を
か
け
て
、
改
修
工
事
宇
片
付
施
設
と
し
て
の
利
用
方
法
は
、

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
っ
て
い
ま
す
一
。
従
来
ど
お
り
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
ご
と
に
よ
り
、
宝
箆
体
や
育
建
物
は
、
外
観
の
タ
イ
ル
の
張
市
内
の
青
少
年
活
動
の
城
と
し

成
指
導
者
の
自
主
的
な
活
動
が
さ
り
替
え
を
行
う
と
と
も
に
、
内
装
て
、
青
少
年
が
集
い
、
サ
ー
ク
ル

ら
に
担
件
進
さ
れ
、
育
成
間
体
な
ど
の
墜
を
塗
り
替
ス
る
な
ど
、
明
る
活
動
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
活
動

の
{
目
立
が
腐
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
の
広
場
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
人

ま
す
。
す
。
ま
た
、
和
室
の
畳
の
取
り
替
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
う
し
て
、
一
般
市
民
や
脅
少
え
や
集
会
笠
の
冷
却
現
房
の
完
橋
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

年
間
体
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
談
話
コ
ー
ナ
ー
の
新
震
ほ
ど
、
引
判
明
問
問
い
合
わ
せ
青
少
年
課
芳
成

と
、
大
人
と
平
供
と
の
套
航
機
会
用
者
の
利
便
を
図
っ
て
い
ま
す
。
係
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線
瓦
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下
問
い
合
わ
せ
先
建
つ
く
り
一

一課

E
X化係
(
内
線
(
…

g
一

一
重
度
持
害
者
手

一

当

の

市

議

を

一
県
で
は
、
在
宅
の
重
度
顧
客
の

一
方
に
ま
ゴ
を
支
給
し
て
い
る
。
該

・
新
入
学
(
薗
)
出
ん
を
中
心
と
し

8
1
叩

一

一
当
さ
れ
る
方
は
、
四
月
中
に
申
請

た

子

供

妥

童

話

止

一

人

、

負

筆

者

で

は

四

2

九

一

を

。

会

説

明

運

転

り

護

人

上

号

、

不

名

誉

な

m

ヨ
2;

…
マ
対
象
と
な
る
万

4
月
1
日
現

・
歩
行
者
、
特
に
高
撃
官
の
交
通
っ
て
い
る
。

y
e
q
主
主

i

ヤ

刊

円

。

一

見

凶

川

刊

以

0
1
2

一
在
、
担
丙
に
l
年
以
上
お
住
ま
い

1
比

四

方

法

に

よ

る

シ

ー

ト

ベ

一

の

日

目

持

詩

的

捌

m

m
川

m

m

明
日
立
i

一

ド

討

、

当

日

目

ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
警
の
徹
底
一
入
学
(
麗
)
児
の
交
通
事
故
に
つ
一
費
量
の
警
に
は
犯
罪
者
に
一
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
が
、
ぉ
一
午
前
日
時

J千
後
4
時

み

を

。

一

(

ま

た

は

知

能

指

数

刊

以

下

)

方

量
点
を
お
き
、
飯
豊
な
ど
い
て
は
、
昨
年
(
幼
児
か
ら
二
十
一
な
っ
て
し
き

E
こ

ろ

に

あ

る

。

一

互

い

に

「

思

い

や

り

と

助

け

合

一

マ

内

容

量

量

一

マ

申

請

に

必

姿

な

も

の

身

議

を
展
開
閉
す
る
。
一
歳
未
満
ま
で
)
百
八
士
一
件
を
数
一
確
か
に
、
交
通
事
故
は
本
人
が
一
い
」
の
心
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
②
歩
行
実
技
豆
長
一
害
者
手
続
、
住
戻
票
、
印
鏡
、
本

書
道
、
昨
年
中
一
千
二
百
一
え
特
に
登
・
下
校
と
下
校
し
て
一
い
く
ら
治
意
し
で
も
避
け
ら
れ
な
一
の
黄
信
を
わ
き
ま
え
て
行
動
す
由
一
下
)
宮
董
実
技
(
小
学
校
一
冨
連
本
部
訪
問
一
人
員
童
相
眠
(
郵
需
は
き
)

七
十
件
の
交
事
芝
生
し
、
一
か
ら
蓄
が
目
立
っ
て
い
る

0
2
3が

、
安
全
に
十
分
一
こ
と
が
大
切
で
君
。
一

3
年

以

七

)

富

書

道

寸

法

笑

一

冨

員

を

募

集

…

ヤ

申

望

書

量

雪

一
一
十
一
一
人
の
導
い
命
が
失
わ
れ
、
一
毒
事
故
の
ζ
わ
さ
は
、
多
少
一
注
意
し
て
い
れ
ば
避
け
ら
れ
た
ケ
一
特
に
こ
の
時
期
は
新
学
期
を

E
F
T
A、
富

指

導

員

な

ど

)

一

議

議

(

内

線

二

一

一

一

一

)

一
千
四
百
一
一
十
七
人
が
食
傷
し
て
五
不
注
意
ぞ
え
が
あ
っ
た
に
し
一

1
ス
も
か
な
り
見
ら
れ
る
。
一
迎
一
ス
る
た
め
、
例
年
長
の
交
通
⑤
盤
上
映
(
章
者
全
員
U

一
軍
」
協
章
塚
支
部
で
は
、

E
l
i
-
-
i
i

い
る
。
一
ろ
、
あ
る
呂
突
然
加
害
者
や
警
工
事
故
を
一
防
ぐ
に
は
、
道
路
一
事
故
が
増
え
る
と
き
で
あ
る
。
ヲ
申
込
先
六
主
義
交
通
安
一
際
連
合
へ
の
支
様
、
協
力
を
ま
一

3
1
;
j
j
i
!
;
j
j
j
j
i
i
l
i
l
j
Eの
中
で
子
供
と
接
す
る
時
間
が
一
全
係
(
内
線
一
一
五
回
)
…
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
回
章
一
新
入
学
用
品

一

口

戸

川

詰

問

3

ぶ

…

一

多

い

お

母

さ

ん

が

か

霊

で

塁

一

一

守

口

口

写

機

を

支

賢

官

訪

問

と

需

の

さ

O
(章
一

費

用

の

援

助

を

ト

二

三

品

川

J

吋

る

主

一

一

通

安

令

室

戸

と

な

り

、

大

切

一

f

f

一
府
議
)
と
の
一
審
交
歓
喜
う
一

ツ

山

舗

は

け

新

制

1

〉
山
が
竺
一
壮
一
一
な
生
命
き
っ
て
あ
庁
て
い
た
だ
一
欠
の
票
こ
信
号
機
長
讃
さ
一

E塁
本
部
訪
問
団
の
毘
員
…
教
育
委
員
会
で
は
、
新
一
年
生

イ

、

五

ぢ

:

話

ア

出

向

山

足

立

に

一

き

た

い

。

一

れ

た

。

』

一

J
F
Eを
襲
撃
ー
す
る
。
一
の
い
る
家
庭
で
新
入
学
芸
品

伝

育

供

と

歩

な

ー

ベ

て

所

せ

を

雪

山

青

色

む

拘

ト

川

引

一

一

な

い

で

一

文

連

安

全

課

で

は

年

間

了

王

-

理

グ

ラ

ウ

ン

ド

前

亨

臼

穏

5
2
B
(火
)
1
m
一
受
給
食
費
、
遠
足
袋
な
ど
の
就

守

主

間

一

品

工

的

議

相

欄

糊

そ

わ

つ

空

前

山

一

一

室

し

て

交

通

安

全

教

害

関

い

一

県

立

平

塚

撃

尚

喜

一

日

(

火

)

、

6
泊
8
日

一

言

、

量

な

経

費

の

ま

い

が

経

ら
守
寸
糊
刷
出
世
主
治
安
ゃ
い
…
期
決
一
主
伽
[
町
ゃ
ん
士
山
一
竺
守
い
る
。
ぜ
ひ
ご
裂
を
。
一
・
京
橋
(
北
曲
事
旧
交
霊
前
一
マ
央
会
加
費
用
三
十
一
万
五
吉
妄
官
事
な
場
合
に
、
そ
の
緩

か

見

を

。

出

っ

ち

る

首

ぶ

ど

内

実

〉

芯

u
b
h
u

ベ
一
一
千

C

F

一
一
吾
妻
会
繋
誌
で
県
立
辺
警
皐
校
前
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募
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員
削
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(
先
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費
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郡
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い
る
。
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を
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隅
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に
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…
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一
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塚
違
憲
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四
一
一
五
一
場
合
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の
対
象
と
な
る
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一
い
つ
、
ど
こ
で
交
通
事
故
に
あ
一

3
年
4
月
初
日

(
4
月
2
れ
か
ら

ほ
、
蓄
が
発
生
し
、
市
消
防
本
部
で
急
対
策
蓄
を
た
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れ
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蒸いビニール袋は使わないで

ごみの減量化や資源ごみを有効に利用しようと

始めた「新平塚方式J によるごみの分耳出民集は、

笑施してから 4年目となり、今では市民のみなさ

んのご協力により着々と成果があがっているc

市では燃やせるごみ、燃やせないごみ 資源再

生ごみ、臨時ごみの 4種類に分けて収集している

が、以前から使わないようにお綴いしている「黒

いビニール袋」に、ごみを入れて収集所に出して

いる方をまだ多く見かける。

黒いピニール袋は品質が惑いため破れやすく、

ごみの散乱の原閣になるほか、ガラス片や鉄片な

どが入っていても、中身が見えないため危険なと

きもある。

ごみは、私たちが生活するうえで最も釜本とな

るもの。お互いが注意し、迷惑がかからないよう

にしよう。

。ごみを出すときは

.ごみ袋は青袋や透明の袋を使う

ー収集臼当日の午前 7時から 8時間分までに出す

・収集戸別立自治会ごとに決めてあるので、他の場

?Jftこ』まl封さえよし1

・台所のごみはノムをよく切って出す

.危険な物は出さない
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菜
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{内容3・海外の絵本、ポス タ ー の

展示、ピデオの上映

a 手づくり絵本の会の展示
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ボ
ン
玉
シ
ョ
l
(
ア
ニ
メ
一
ど
、
市
民
震
の
み
な
さ
ん
が
地
一
が
重
っ
た
場
合
は
抽
選
奪
三

(
2色
、
官
官
帯

(
5枚
)
一
税
制
係
(
内
線
一
一
六
八
)
で
手
続

謀
、
香
り
の
森
な
ど
に
植
え
ら
一
ソ
ン
グ
ヒ
ッ
λ

パ
レ
ー
ド
塁
え
一
域
で
活
動
す
る
と
き
に
、
ふ
れ
あ
一
こ
と
に
な
つ
な
希
望
さ
れ
る
回
一
マ
貸
し
出
し
書

5
臼
以
内
一
妻
。

れ
て
い
る
木
々
は
根
づ
き
、
訪
れ
一
て
の
シ
ョ
1
)

一
い
岸
通
し
て
楽
し
く
行
え
る
よ
う
一
体
は
お
申
し
込
み
を
。
一
マ
利
用
料
無
料
一
ま
た
、
そ
の
外
の
警
察
撃
を

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
を
楽
し
一
面
子
供
ヒ
ー
ロ
ー
地
球
戦
隊
フ
ァ
一
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
を
安
レ
出
し
て
一
マ
対
象
包
体
自
治
会
、
町
内
一
マ
抽
選
臼

3
月
刊
同
日
(
水
)
午
一
廃
車
す
る
場
合
は
次
の
と
こ
ろ
で

ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
一
ィ
ブ
マ
ン
シ
ョ
i

一
い
る
。
ご
利
用
を
。
一
会
、
子
供
A
R
脅
少
年
団
体
な
一
前
百
円
阿
1

一
手
続
き
を
。

量
産
?
」
家
族
お
揃
い
で
、
て
マ
ジ
ッ
ク
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
ヲ
一
な
お
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
一
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
す
る
回
一
・
喜
市
議
8
4議
室
…
守
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
自
動

1
1
1
1
1
1
1
j
i
-
-
1
1
1
1
1
1
i
i
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i

一
マ
申
込
先
地
域
づ
く
り
課
市
民
一
車
(
初
目
以
下
)

一

鋼

一

員

一

制

限

…

生

活

係

(

内

線

二

六

一

一

一

)

一

一

選

出

出

動

車

検

査

登

霊

禁

輸

措

認

許

麟

を

決

定

一

例

一

品

一

毒

物

の

ム

一

喝

さ

に

?

制

限

一

玉

川

町

中

津

字

桜

台

七

一

八

一
号
鵬
叩
戸
/
一
|
隈
一
③
建
物
の
外
壁
わ
襲
震
の
一
形
一
軽
自
動
車
の
廃
一

7
霊

O
B六
一
一
点
占
。

4
月

2
nか
ら

臼

向

問

地

一

区

一

関

一

間

一

弘

抑

制

山

ー

一

問

一

態

に

関

す

る

制

限

…

率

手

続

き

を

一

八

五

)

一

一

淵

一

蜘

一

ぷ

長

コ

荷

一

⑤

建

物

差

て

毒

事

大

喜

一

i

一
寸
一
一
一
諮
問
輪
の
軽
量
車

市
で
は
、
日
向
陣
地
区
(
出
向
一
こ
の
差
益
重
量
、
豆
腕
一
壁
一
弘
?
斗

L
輔

一

に

関

す

る

制

限

一

報

自

動

車

選

手

亀

三

雪

量

検

査

協

会

(

綾

空

間
一
丁
目
お
よ
び
一
一
了
日
)
に
お
一
塁
事
業
な
ど
が

Eれ
た
地
一
巌
義
重
宝
!
一
室
議
選
季
語
一
一
-
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
廃
車
手
統
一
小
園
八
四
七

i
m
霊
O
四
六

い
て
、
四
月
二
日
付
け
を
も
っ
て
互
に
お
い
て
、
都
市
詰
で
喜
一
翠
一
一
一
一
一
士
一
一

τ一
一
な
お
、
高
岡
地
区
で
霊
等
一
き
を
と
る
と
、
平
成
二
年
度
の
軽
工
ω
!
?
八
八
問
。
)

吋
地
区
一
訂
頭
し
を
都
市
計
一
間
決
主
ら
れ
て
い
る
用
途
抽
出
域
な
ど
の
規
一
一
一
一
一
一
一
一
一
日

3
E
F
i
J一
一
望
一
を
恰
施
工
す
る
安
号
、
す
で
に
地
一
九

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
制
に
、
さ
ら
に

d
然
と
謁
和
し
一
筆
記
一
一
日
一
一
一
五
」
記
糊
一
一
町
時
計
一
聞
の
内
容
に
あ
っ
た
形
喜
一

な

快

適

で

う

る

お

い

の

多

量

一

砕

け

出

山

長

一

2う
お
願
い
し
て
い
る
が
、
四
…

か
な
ま
ち
づ
く
り
。
を
目
標
に
し
一
禽
さ
の
制
緩
丹
比
〕
一
月
か
ら
は
、
着
工
の
三
ト
日
前
ま
一

な
が
色
、
そ
の
地
区
に
あ
っ
た
よ
一
一
‘
一
で
に
建
築
計
画
等
の
届
け
出
が
必
一

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
亭
議
め
て
い
一
4
J
後
、
建
物
等
を
建
築
す
る
場
合
一
要
と
な
る
。
一

く
た
め
の
も
の
。
あ
る
い
は
そ
の
一
は
、
伎
み
よ
い
ま
ち
技
み
を
つ
く
一
届
け
出
窓
れ
た
計
画
内
容
が
地
一

環
境
管
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
一
っ
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
一
一
時
計
留
の
基
準
に
あ
っ
て
い
な
い
一

の
で
、
今
自
の
地
区
数
回
は
、
伎
一
て
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
加
わ
る
一
受
庭
、
設
計
一
家
電
話
V

を
し
て
い
一

民
の
み
な
さ
ん
へ
の
説
明
会
や
ア
一
こ
と
に
な
る
。
一
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
事
前
一

ン
ケ
l
ト
撃
に
よ
る
ご
意
見
を
一
議
尽
に
建
て
る
こ
と
の
で
さ
一
に
ご
相
談
を
。
一

も
と
に
初
め
て
決
め
た
。
一
建
物
の
一
用
途
の
制
限
一
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
評
計
画
一

地
区
許
誼
が
決
定
さ
れ
る
と
、
一
②
建
物
の
壁
粛
の
位
震
に
憶
す
る
一
係
(
出
口
緩
四
…
一
九
)
へ
。

旬2⑧議公庁、務透、その他の部予選会夢
。と き 4月 1日(日)午前11時30分

m ところ MNピJレH皆南側広場

・申し込み商工会議所電話22-"2510

⑧平塚地区労の昔書官護会
・と き 4月26臼〈木)午後6時

・ところ勤労金書官

・申し込み地区労電話22-5279

⑧平塚滋区間盤の華客予滋会
・と き 4月27臼{金)午後 6時

・ところ勤労金舘

-申し込み地区!可塑電話21~7140

， 担 当 勤 労 会 館 議 話32-3355

きと

ヒー
-入埼勝争 4.500f弓(全席指定)

ー部発り 3fヨ188 (Eヨ)午前10時から

・続発pJi 市民センタ一、チケットセゾン、

チケットピア、ヤンレイレコード、稲元厚楽

器f吉、サクラ書j吉本l吾、ヨネザワ楽器、:rt水

望書底、文栄宝輩、なでしこ番房外

策問い 合わ せ市 民セ ンタ ー篭話32-2235
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模 擬l部主人でいっぱいです

らつ%、

模
擬
活
の
前
で
順
番
を
待
つ

人
。
す
ば
ら
し
い
制
作
品
に
見
入

る
人
。
仕
官
能
発
表
に
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
る
人
。
こ
れ
ら
は
み
ん

な
公
民
館
ま
つ
り
で
の
光
景
で

4
9
 い

ま
で
は
、
地
域
の
お
祭
り
の

一
つ
と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
す
。各

公
民
館
で
は
、
一
年
間
の
公

民
館
活
動
の
成
由
来
を
見
て
も
h
?
っ

と
と
も
に
、
来
て
く
れ
た
人
た
ち

に
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う

と
、
模
擬
庖
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
催
し
物

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

遊
び
に
来
た
大
人
も
、
子
供
も

模
擬
庄
で
お
な
か
を
い
っ
ぱ
い
に

し
、
創
作
品
展
や
芸
能
大
会
で

は
、
呂
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た。
こ
の
お
祭
り
で
、
人
と
の
新
し

い
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
が
、
き
っ

と
生
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
忘
れ
て
い
け
な
い
の

は
、
護
方
の
復
員
の
方
の
一
協
力
で

す
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

おじいちゃんたくさん取ってね

器

、ソ

にコ
ζとコ

。
出
向
一
本
サ
ッ
カ
ー
リ
i
グ
一
部
公
式
戦
有
料

・
3
月
間
四
臼
(
日
)
H時

N
K
K
対
ヤ
ン
マ
!

提
大
人
一
千
円
高
校
生
六
百
汚
、
小
中
学
生
τ

一一夜円

・
4
月
1
臼
(
臼
)
片
時
日
産
自
動
量
対
N
K
K

諜
平
塚
競
技
場
創
設
記
念
の
た
め
左
記
参
照

〈
〉
内
口
本
サ
ツ
カ
i
リ
ー
グ
一
一
朝
剛
八
念
乱
戦
有
料

・
3
月
引
品
目
(
+
一
)
日
同
時
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
対
一
一
一
世
提

出
用
大
人
の
み
四
百
円

。
そ
の
外
の
競
技
大
会
無
料

・
48
月
2
日
(
月
)
9時
関
東
学
生
際
よ
競
技
記
録
会

-
4
月
3
臼
(
火
)
9時
県
中
学
校
経
上
競
技
選
手
権
大
会

・
4
月
7
日
(
土
)
門
崎
将
県
陸
上
競
技
記
録
会

圃

4
R
8
日
(
日
)
9時
刀

・
4
月
刊
品
目
(
土
)
日
時

N
H

・
4
丹
羽
目
(
日
)
9時

n
N

お母さんとてもきれい

競
技
場
創
設
一
一
一
周
年
記
念
に

総
合
公
開
国
建
設
事
務
所
で
は
、
一
も
利
用
で
き
る
。
お
申
し
込
み
を
。

平
様
競
技
場
創
設
三
周
年
記
念
と
一
マ
受
付
時
開
始
日

3
月
M
B
(金
)

し
て
、
市
民
の
み
な

5
ん
一
一
千
人
一
・
待
問
午
前
9
待
1
午
後
4
時

を
臼
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
…
部
公
一
(
土
潜
百
は
午
前
中
)

式
戦
に
ご
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
石
受
付
場
所
総
合
八
車
選
挙

た
。
観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
は
往
一
務
所

復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
そ
。
一
[
〉
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
常
生

マ
日
時

4
月
1
臼
(
日
)
午
後
一
証
(
中
、
高
校
生
の
み
)
、
年
度

2
時
S

一
会
費
(
小
・
中
・
高
校
生
二
千

マ
会
場
平
塚
競
技
場
一
円
、
一
般
=
一
手
出
リ
)

マ
対
戦
カ
ー
ド
日
産
自
動
車
対
一
な
お
、
小
・
中
学
生
に
つ
い
て

N
K
K

一
は
、
申
請
持
に
保
譲
者
の
承
認
が

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に
一
必
要
と
な
る
。
詳
し
く
は
、
総
合

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
毒
一
公
審
理
事
務
所
(
襲
誌
上
一

を
記
入
の
う
え
一
一
T
凱
平
塚
市
大
一
二
一
一
一
一
一
一
)
へ
。

原
l
l
l

総
合
八
会
審
出
現
事
務

所
サ
ッ
カ
ー
入
場
券
保
(
電
話
お

よ
一
二
三
一
一
)
へ
。
釜
麓
一
人

一
枚

平
塚
球
場
で
率

い
す
の
方
招
待

総
合
公
明
幽
建
設
事
務
所
で
は
、

ii;:重E毒塾塾

iiifii!ii 
LそK5言戦野

駐車iifi
轄す室長?
おに案、、グ

zi iip 

松
延
少
年

S
C

毒月?詰
午前 8時 30分~午後2時 30分

主主八景をはじめ四季の平塚の風景

び行事で観光主主伝に適切な作品を

集ずる

ー重参加資格 高校生以上320人

・書JJD料 4.500内

-競技方法さお 1 本、針 2 本、おもり 10号~15
号、白キス 5尾までの重量

事申し込み 平塚潜釣宿へ直接または電話で

・浅八丸 21-0904 ・庄拍車Z丸 21-1312

・量豊捕丸 22-5956 ・1主三郎丸 21-1012

※問い合わせ 商工霊祭観光係(内線549)

内容行事、史跡、施設、物産、民俗芸能

規 格 カラーキャビネ以上四つ切りまで

力ラースライド35ミリ

応募先 5月四日〔木)までに平車市観光

会(宇254平塚市浅間釘 9 1) か市内の

メラ商組合!J口皇皇居へ

問い合わせ 商工曹養観光係(内練549)



榊
一
・
第
I
試
合

9
時

椙

荷

軟

式

野

一

一

毅

一

球

連

盛

烹

車

場

軟

式

野

沫

リ

ー

ク

一

一

万
一
連
盟
二
第
2
試
合
幼
時
犯
分
一
第
十
六
同
…
党
品
川
県
少
年
サ
ソ
一

な
一
平
塚
市
野
球
協
会
対
あ
さ
が
お
一
カ
i
撃
権
(
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
一

出
一
会
二
一
一
一
位
決
日
義
語
均
分
、
s

一
、
仁
催
)
が
行
わ
れ
、
平
塚
代
表
と
一

念
一
決
勝
戦
M
時

一

し

て

出

場

し

た

松

延

少

年

S
Cが一

万
一

7

0

b

p

一
健
闘
し
、
一
♂
一
伎
に
入
芦
し
た
。
一

や
や
一
幻
自
に
ブ
ロ
賢
一
{
高
学
年
の
選
多
加
三
百
一
手
一

ぅ

一

球

オ

j
ブ

ン

戦

一

し

ハ

チ

ー

ム

(

敬

称

略

二

一

て

優

勝

目

度

F
C。
フ
ラ
イ
マ
シ
一

一
ブ
ロ
野
一
球
オ
i
ブ
ン
戦
大
洋
対
一

1
(横
浜
市
)
、

2
山
山
中
堅
一

一
ォ
リ
ッ
ク
ス
が
、
三
月
十
七
日
平
一
(
藤
沢
市
)
、

3
的
松
延
少
年
一

稼
球
場
で
行
わ
れ
る
。
一

S
C
(平
塚

)

一

マ
臼
将

3
月

口

日

(

土

)

午

後

一

一

一
言
れ
る
方
m
日
申
し
込
み
事
け

2
5日
(
日
)
参
加
お
チ
一
市
、
品
川
崎
府
、
佐
持
言
、
嬬
品
目
白
一
一
ム
一
一
縮

1

日一

1
雲

分

試

ム

門

開

始

一

平

塚

み

る

く

会

一

一

付

げ

る

。

一

l
ム

一

沢

市

、

5
山

小

室

r、
自
佐
一
九
e

吾
川
、
一
義
の
車
道
と
向
一
マ
入
場
料
金
(
)
尚
一
は
小
人
料
一

8
7
こ
有
斗
:
二

一
マ
参
加
資
格
身
体
警
告
子
校
…
a

護

横

浜

市

、

品

章

一

線

簿

、

7
佐
平
塚
市
一
側
に
一
主
主
主
宰
セ
設
け
て
一
金
ネ
ッ
ト
哀
指
定
席
二
千
九
三

z
f
L哲
三

さ

一

一
を
お
持
ち
の
語
以
上
完
一

l
l
j
i
l
i
l
i
-
-
i
|
|
一
い
る
。
一
円
、
喜
皇
席
一
一
千
五
百
円
…
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
さ
わ
や
一

一
V
競

技

会

等

一

A

b

一
欄
干
と
昭
一
羽
山
は
、
木
揖
恨
の
イ
…
(
七
百
円
)
、
外
野
山
州
市
守
臼
売
り
一
か
な
緑
の
鎌
宵
岸
一
歩
ノ
¥
。
参
加
さ
一

人
各
コ
ー
ス
百
五
斗
人
(
抽
選
)
一
際
上
競
技
会

5
5
1一

一

子

花

水

播

が

間

開

通

一

メ

!

ジ

を

生

か

し

て

自

の

デ

…

一

千

円

(

…

一

一

再

)

一

言

は

5
5
2一

マ
参
加
料
一
千
五
釘
山
一
一
一
(
門
口
〕
午
前
9
時
部
分
1
、

県

立

一

一

サ

イ

ン

。

橋

の

四

か

所

に

パ

ル

コ

了

問

い

合

わ

せ

総

合

公

糧

管

理

一

集

ま

り

を

。

一

マ
申
込
霊

3
バ
初
日
(
火
)
一
体
育
セ
ン
タ
i
時

間

仁

競

技

場

、

申

一

木

橋

の

イ

メ

i
ジ

を

生

か

す

ご

一

1
ゑ
訳
出
隠
し
て
い
る
。
一
事
務
所
裏
お
一
一
一
一
二
三
一
三
時
高
官
(
臼
)
降
水
一

言

し

込

み

は

見

担

保

喜

一

議

際

会

哲

豆

一

…

j
l
i
l
i
-
-
一

一

絡

ま

…

軒

以

上

の

と

き

は

お

臼

一

一
内
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
凶
て
卓
球
、
宙
人
卓
球
競
技
会

6
…

下

支

持

汚

存

雪

1
票

一

室

蔚

ケ

康

一

一

議

の

か

な

め

と

一

一

競

技

場

年

度

一

(

日

以

後

中

止

一

一
(
電
話
お

O
一
O
一

一

)

へ

。

一

月

百

宣

言

語

L
E手
し
、
一
一
一
月
一
ふ
六
日
午
後
一
し
て
舎
川
に
か
か
る
橋
で
竺
床
下
薬
剤
散
布
一
会
員
を
募
集
一
書
平
塚
駅
北
口
改
札
前
午
一

一

1
i
l
i
l
i
-
-
i
l
一
嘉
育
セ
ン
タ
ー
、
申
込
震
5
一

時

か

皇

詔

関

連

す

る

。

五

十

六

言

語

と

し

て

誕

生

し

…

を

廃

止

す

る

一

一

部

8
Z分
一

明

一

出

場

者

を

募

集

…

訪

日

、

叫

ん

長

技

会

7
汚

mkh均

利

下

関

十

町

三

戸

一

一

汗

昨

日

日

目

床

下

薬

剤

散

布

は

、

聖

子

十

一

じ

訪

問

住

民

?

詰

誌

一

軒

九

天

問

円

崎

ペ

ポ

;

一

叫
繁
治
問
出
身
体
輪
開
審
一
日
(
日
)
午
前

m
T
暴
J
I
l
l

一
六
年
ご
ろ
か
ら
伝
染
病
の
予
防
を
一
年
度
童
雪
一
日
か
ら
芸
一
ス
北
鎌
倉
駅
(
平
塚
駅

ー

一

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

ブ

ー

ル

、

一

一

日

約

と

し

て

、

蚊

、

は

一

へ

の

み

て

一

義

一

一

一

月

三

十

一

日

ま

で

有

効

)

一

ヤ

持

参

す

る

も

の

弁

当

、

水

行

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

二

申

込

震

6
2臼
(

金

)

…

狂

犬

山

柄

の

子

競

詮

射

一

な

ど

量

除

す

る

た

め

行

っ

て

き

一

を

事

る

人

一

筒

、

六

主

主

八

十

円

フ
第
二
十
九
回
神
奈
川
県
身
体
障
一

Z量
福

祉

総

務

量

喜

一

一

た

が

、

生

活

霊

や

保

健

衛

生

状

一

年

史

耳

鼻

に

な

る

と

、

そ

の

年

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

高

合

体

育

一
生
後
λ
寸
一
円
以
L

し
の
飼
い
犬
一
も
の
宇
一
一
使
用
し
、
し
っ
か
り
押
え
一
況
が
大
変
良
く
な
っ
た
た
め
、
客
一
度
内
は
何
回
(
た
だ
し
、
競
技
場
一
抽
出
市

一
の
受
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
の
一
ら
れ
る
方
が
連
れ
て
き
て
い
た
だ
…
虫
の
発
生
が
大
憾
に
減
少
し
、
現
一
で
指
定
し
た
日
お
よ
ひ
一
時
間
)
で
一

O)

一
平
成
二
年
度
日
程
が
決
ま
っ
た
。
一
ぎ
た
い
。
一
在
、
伝
染
病
は
終
患
の
状
態
が
続

一
一
個
人
通
知
は
し
な
い
の
で
、
忘
れ
一
ま
た
、
実
施
汀
に
受
け
ら
れ
な
…
い
て
い
る
。

一
ず
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
か
っ
た
場
合
ゃ
、
飼
い
犬
が
壮
夜
一
こ
の
た
め
市
で
は
、

4
月
か
ら

…
料
金
は
登
録
料
、
沖
対
わ
料
金
、
一
九
十
一
日
に
な
っ
た
と
き
は
、
必
一
床
下
薬
剤
散
布
を
廃
止
す
る
こ
と

一
吾
妻
お
よ
び
交
付
基
智
子
一
開
業
医
で
予
防
毒
否
。
詳
し
一
に
し
さ
」
了
承
を
。

一
含
め
四
千
九
百
一
一
十
円
。
一
く
は
、
健
康
期
間
(
内
線
主
八
)
一
詳
し
く
は
健
康
諜
(
内
線
一
一
五

な

お

、

犬

の

首

輪

は

抜

け

な

い

一

へ

。

八

)

へ

。

広三毒事主主J判

か
っ
こ
よ
く
ぎ
ま
り
ま
し
た
ち
び
っ
子
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

重罷464呈苦

地1北公民書官

τ判京公民館

城島公民館1

入;久探公隠

金田公民鯨

大;神公民館

病原公民館

六野公民館

馬人公厨

主公民館

真 田神社

日時打去の前公麗

謹印公民館

平塚保健所

月見公爾

線延神社

桃浜公罰

旧金月公民館
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富 l一見公民館

斗寸}京王とE乏由Z

ふじみ野第士一公関

Jjl羽生ミ溺

金 III公民館

四之宮公民館

日向附 l号遊本地

入;野公民館

松 j民公偶

吉沢公民館

広 1I1白治会館

八嬬公民館

間崎公民館

四十瀬川公[覇

徳延神社

見附 (_1公隈

旧金日公民館
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)
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時
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H

く)j主的合体苦言鐙(電話31ー 却57)

開友岱擢至宝 卓球、バドミントン、ハスケッ

九軟式庭球(~日時)、パレー(16時~)

ー 3月26自(月〉午韓 1時~午接8時

。4月 9自 ( 丹 ) グ

@プヱイス暢オ
。 奇跡

/'-:，.，〆

電勧

と き

とこ
省機 密 主主の尽の恋、ムーラン・ルージュ外

・煎務り 4月 8日(日)午前日時から下記で

市民センタ一、チケットセゾン、チケットピ

ア、ヤンレイレコード、 1守吉元E零点2塁審応、サク

ラ害届本原、ヨネザワラ詫器、花水言書fじ号、文栄

堂、なでしこ書房

・入場料 4，000丹(全席指定〉

用問い合わせ市民センタ 電話32~2235

ワ
題闘に前轄でき雪ます

ただし、点期はできません



交響曲全集 / ベ ー ト ー ベ ン

交響鴎全集/ブラームス

交響曲全集/ブルックナー

交 響曲第 6番ハ短諮/グラズノフ

ピアノ協審曲ニ長調/ハイドン

メサイヤ全曲/ヘンデル

歌劇タンホイザー全胡/ワーグナ}

歌劇蝶々夫 人全 曲/ プツ チー ニ

ピアノ三重奏曲第 2番/ショスタコ

ーヴィッチ

交響曲第 3番 オ ル ガ ン / サ ン サ ー ン

ス
アヨンフェスファンタジー/井ヒ圭

子

霊童のフル-t-ll/神崎愛

クロスロード/トレイシー・チャッ

ブマン

バイオリン協奏曲/パガニーニ

ヴォヤージ/宗次郎

野菊よ僕は/ 村 下 孝 蔵

臼本の音・尺八のベスト名演集

日本の音ー主主のベス k名漬集

わらべ唄大全集

※掲載した CDは購入したCDの一

部。詳しくは長望書館へ。

すま手E霊会重量殺募集

平成 2年度に行われる事業の年度合員を募

集する。希望される方は、往檀はがき(土曜

氏 名 、 年

{石仏を議ベる会]
道端や社寺にある石造物を調べる。

例会毎月 1@J

・募集人員 軒規全員10人

"申込期限 4月17日(火)

{穏模111を歩く会]
相模川流域をさ歩き、各地の自然や文化に触

れながら見聞を広める。

・閉会 毎 月 1回

・幕襲人員新規会員20人

e 申込期隈 4月四日(火)

{古文芸書擬亮会]
市域に残る;rr世文書の解読を通して歴史に

親 し むD

・例会 毎月第 2 、第 4~ニ曜日午後 2 時~

曾募集人員 30人

申込闇隈 4月20日(土)

[平塚の空襲と鯵!lQを記録する会]

き取り調査、

. O1J合 草月第3土曜日午控 1時~

・申込期限 3月即日むた}

{天体観察会}

間

天文現象を観潤したり、天文台などを見学

する。

・開会舘月 1!1主

・募集人員 20人(高校生以上)

・申込期限 4月 5日(木)

{土穣重量察会]
平壇白自黙を訪ねながら、いろいろ必動植

田円切手間封のうえ申し込み

・例会話月第2、 第 4土曜日午桂 2時~

e 申し;_，:ちみ 臨時

{打ち上げを拾う会]
'fG壕海患に打ち上げられた貝がらなど、い

ろいろな海の生物を拾い集める。

・例会檀月土曜日 (2@])早朝

‘申込期限 3月31日(土〕

{ナチュラリスト言帯感]
湘南の動植物についての話をきく。

・例会年間9包、買則として第2土曜日

・申込期限 3月31日(土)

[身近なさ主き物欝変]
身近な離楠物40樺業費の分布を調べる嘩境庁

の全国調変に協力して、市内を調査する。

曾伊」会 4丹(打ち合わせ)、 5-~ 9月(分

担した地域を謂査)、 10月(まとめ〕

・申込期限 3月31日〈土〉

会特別/1.樹嬢)11をさ基く

昭和田年 4月から活動している「相模jけを

さ歩く会」の活動記鋸、相模JIl琉誠の景観、相

模)11の魚や河原の動植物などを腫示する。

・期間 3月17日(土) -4月四日〈白)

昭 会 場 博 物 館 特 別 膿 示 室

・麗示テマ

①流時の変化(江戸時代の絵凶、明治訴事勺の

地[iiJと現在との流路の変化を紹介)

②流舗をたどる{間口から山中湖までの流域

の畢観写真や資料を麗示〉

③相模!'問調(約80種の識の標本を展示)

④ JIIのなりわい (/!I棉や砂利振りなど、 !IIを

舞台とした仕事の道民を紹介〉

会還を箆る会「木還を~ょうj

最も呂立つ表館現槙のひとつだった南持、道

繍が昨年から能イとしている。今までとは異な

ったノド星の聾を眺めてみる。安力口自由0

・日時 3月16臼(金) 18時-20時

・会場博物館伴学教室、底土

合体館日 毎週月曜日、月末

会博穆暗室 マ''"桟弘事町12-41 言童話33-5111

す娯商会

。3月18S (詞) 10時、 14時 3構ホーJレ
「みつばちからのメッセージJ31分 J 

I人の青年を過して饗蜂家の生活や、蜜蜂

社会のみごとな規樟と調和のある仕組みを措}

く。

f疋隅と海とみどりの歌j 23分

美しく青い海岸繍と歴史記曹まれた湘南と

三浦を紹介するn

(6) 

女平IJ，E習券の受講斉唱E
市立図書館と東海大学付属図書館では相互

利用を行っているが、平成2年度の図書館利

用の更新子続きを行うことになった。

4月から引き続い亡利用される方、および

新たに利用を希望される方は、 3階事考室で

予続きを。

。利用資格次のすべての要件を満たす方

①満18蘭 以 上 白 市 民 白方(高校生、大学

生、営利を白的とする方は除く)、②市立図

書館利用の努録をしている方、③専門分野の

研究をしている方

・利用内容 大学付属図書館む利用、図書警・

資料の貸し出し・捜写

会開舘時間

火~日曜臼 9時-16時 50分

(金曜日のみ 9辰争-18時Sf1分、こども室は

9 野手-16汗与50~分)

食休館日 毎週月嘩日、月末

合間帯舘干出浅間町12-~41 電話31~0415

合会場教室fコールグリーンと一緒i.:J
日本で愛唱されている外車の曲を歌う。

日裡 3月23日-4月 13日目毎週金曜日、

全 4回

，時間 19時へ 21時

・対象高校生以上15人〈申込制〉

命体鶴湾 毎週月曜日

合県立青少年壷館

午出捜関町12-41 電話32-7田 9



〈ア〉 平成2王手3F弓守をう臼 重寵464号

骨平場探盤戸汗

豊原町.6 ---21 電話32-0130

骨揮健センター

中里34~17 電話34←ー0311

盟 欝 1期対象は 3か月以上 4提未

満の乳幼児。 3遇問から 8週間の

間隔で 3回受ける。

調欝 2期第 l期の 3回目白撞種日

から]年以上 1年 6か月以内に 1

回受ける。 5競 6か月に濯する

まで受けられるが、 4ft.長までに終

了することが望ましい。

盟開業医、病院で接積できる。接積

日は室主師とご相談を。

錨料金無料

購保険証、 sH.耀麿ーチ帳を持参

趨対象 自口ぜぎの予7方接種を受け

る必要のない乳幼児。

・第 1期 3か月以上 6歳未満の乳

幼児勺 3週間から 8週間の閤隅で

3 [豆受ける。

ー帯 2期第 i期の 3回目別委揮日

から 1年 以 仁 l年 6か月以内に 1

回受ける。

醐接捕方法 市民J帯主 e 共済病院の

みで年聞な通じて接持できる。揖

種目は両病院にご相談を。

盟料金無料

購保暁E正、母子健旗手帳を持参

ちゃん

トウエア(株

の坂本衛さん (30歳)と

(25歳)の長男。身長67c:m、体重

い る と き は ご 機 嫌 。 吹 穿i疑問のクラ

は、 トランベットを教えて 3人で慎

棄するのが夢とか。

募集>立とごを215T22L12222ぷ
職場きを奮いてお出しください。対象は l革未調の志ちゃんです。応募 l 輯前期(妊楯 6か月までの方〉

〈今月の応事者は27人 でした 4月 9日 午後 Z時307.T--4時

盟会場保悟センター

盟主治院の許可を得てからこ参加を

盟持参するもの 母子健鹿子帳、第

記用具〈全日梓)、スラックス(2 

日と23日)、エプロン、 (角1↑J(16 

日)、 子ぷきタオル (16日と 19日)

醐対象満 3かJj以 lc4捜未満で、

8じG接持を 11白lも受けていない

:?LMY;: 
醐ツベルクリン捧曜は月)

3日 中東公民間、※岡崎公民館

4日 金目公民館、※金旧公民館

10日 神田公民館、液城島公民館

11日保憧センター

闇判定・ 8CG短時璽 (4丹)

5日 中盟公民館、※問崎公民館

6日 金ロチ社d食与し ※?を出土~1~白鳥:
12口 神田公民館、淡城晶公民館

13U 保憶センター

関付象 2蔑 6かまでの手凶

盟会場 子時侃惜所

輔相談日 4 f-j 9口、 23日

臨時間今市時~10時

闇申し込み 電話でが塚味健所へ予

約する。

受診を。 [3か汚児] 醜撞漢語(妊娠 8か月よ嘩の方〕 輯相談日 毎週水曜日

ii竺持 ii申請;ii;3言語 li?iifd;;日露目立12ifzifh
i1¥:1!;i51iii駐li1riiiiijiiiγρ11i;ijト
封切展望日出日 i h:172224言内円。;霊山富

hijiJ1語曾説記孟;二二コド時i;iiiilfii可lhi;11
3。時計 K21Tiii:2213;?三んにじ明恰jHiIEdZ事222HUiUZさ
:下 iji?t;F己主主;;;iz12524;iiziiな15住戸!日釜江町;
室員 E ぽ竺主主f芳三さ史い………号民 間一一思盟主主 主二品 士官 官宍背百

iiFil!日iiiH11iiii;鍵 iHii!出E1許可iiHaiii駐日J152占 苦言語仏三白開Z壊食室長室員。hi雪?fkh:f喜善 ?p
jtjZ! 15暴言望 室長。事践を 聖雪 z首長で翌日しipi露出 吉井
?ぃド ?qJL::血 れ?55磯 ?5 者3す翌五五時言語 。日

-問 い 合 わ せ 中 央 公 民 館 電話34-2111

1 vめな '12 V 7戸 34 V マ紫・ i い叩咋， "ホレい…叩，_...，叶 L いいい 1 中い l い"ザ

:iiiiii!? fiHifhiiE!?今村
24ががい l車)塚旬、 )セ 1 金 色 Vlい下常あの」粟

15車2E 襲う 午雪量;三子守警122長蓄

「お議室 長 2:ifiiii;!?i症

:;tiZ27ijzgf:1iirj寸tp担当iiiii;i
Q誌31iui奇襲三菱ZH:詩言語主314言語竺ziff:
警分末 LZfti雲時主義;E32訂待耳目i可53i

言語費暴雪葦明 霊 号~六豆一一三ーと二 1 い二三 Q 0 弓e::予三さ1

と き 3

とこ
ーゲスト

午後 1時 30分間演

レクリエーション指導員

うたのお兄さん JII端曹氏

ノ、ーモニカ連盟理事岩崎重目立民

[t信濃在自体]花水台保育圏、港幼稚豊富、富

士見小学校、八幡小学校、ジョイフルハー

モニー、半壊章謡の会、老人クラブ主要和会

※問い合わせ中央公民館電話担 2111



(8) 浮足立2まま31'苦守 58

日
本
と
世
界
各
開

通
し
て
、
杷
庄
の

友
好
と
理
解
を
諜
め
、
国
間
際
協
刀
の

精
神
事
っ
て
も
ら
う
青
年
↑
両
外
派

遣
毘
の
臼
員
宇
佐
葬
祭
ヨ
る
。

守
派
遣
事
業

①
飛
行
機
に
よ
る
青
年
海
外
派
遣
幻

人
(
四
歳
以
上
田
義
以
下
、
学
生
は

除
く
)

②
一
世
界
青
年
の
船
百
人
(
却
結
以
上

目
能
以
下
」

③
東
南
ア
ジ
ア
育
担
む
船
団
人
(
国

議
以
上
羽
成
以
下
)

マ
募
集
期
闘
3
月
初
日
(
火
J
1
1

4
月
間
百
(
火
)

詳
し
く
は
、
市
青
少
年
課
育
成
探

(
内
組

E
O六
)
へ
。

審
議
カ
の
提
供
を

神
奈
川
県
看
議
協
会
で
は
、
豊
か

な
経
験
と
知
識
を
持
っ
た
看
護
力
の

誌報ひらつか

3

高
齢
化
社
会
を

1
1

迎
え
る
に
あ
た
り

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
自
身
で
健

康
を
管
還
す
る
と
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

以
前
外
の
市
役
所
に
行
っ
た

と
き
、
庁
舎
内
に
血
圧
自
動
制
判

定
機
が
遭
い
て
あ
り
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
車
問
に
利
掃
し
て

い
ま
し
た
。

自
分
の
血
圧
を
知
る
呂
安
と

な
り
大
変
便
利
だ
と
患
い
ま

す
。
市
で
も
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
集
ま
る
四
暫
定
、
血
圧
自

謀
議
を
霞
い
た
ら
と
つ
で

し
ょ
う
か
。

(
閤
之
宮
よ
顔
栄
作
さ
ん
)

ご
-
-
い
一
血
圧
の
総
定
は

に

;
i
l
L
健
康
管
制
珪
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
す
。
市
で
は
、
自

分
の
期
医
を
知
る
こ
と
に
よ
り

提
山
慌
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在

家
挺
に
い
る
保
韓
掃
、
助
産
婦
、
看

護
婦
(
土
)
、
准
看
護
婦
(
主
)
の

免
許
を
も
っ
て
い
る
カ
の
登
鰭
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

マ
登
日
間
受
付

e

神
奈
川
県
ナ
;
ス
パ
ン
ク
(
雷
話

。
四
五
問
。
一
一
一
四
一
円
)
)

。
同
厚
木
支
所
(
電
話
。
珂
ム
ハ
一
!

幻
八
五
九
三

・
同
小
田
原
支
所
(
亀
話
。
四
六
五

ni
六
一
一
心
一
)

…
臨
融
裟
教
家
を
間
関
く

マ
日
時

4
月
7
5
(
土
)
午
前
9

き

O
会
〉
1
寺
O
ネ
J

R
3ノノ
1
1
5
3
5

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
閣
芸
研
究
家
山
口
一
止
雄

氏マ
内
容
こ
れ
か
ら
の
盆
烹
の
手
入

れ円v
問
い
合
わ
せ
先
曙
湘
南
関
士
山
相

談
コ
ー
ナ
ー
(
電
語
泊
。
主
九
一
一
一
)

交
通
事
故
、
さ
吉
、
脅
し
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
た
め
警
象
や
検
察
庁

に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
事
件
む
犯
人
ぞ

第 484宝雪

今
年
の
二
月

庄
の
初
日
再
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
い
た
。

刷
出
家
開
慨
は
精
密
な
も
の
で
す

が
、
血
庄
は
体
を
動
か
し

F後

裁
判
に
か
け
て
も
ら
え
す
不
服
を
ふ
}

っ
て
い
る
β
は
、
検
察
審
盛
会
に
審

査
の
申
し
立
て
が
で
き
る
。
お
気
軽

に
ご
相
談
を
。

詳
し
く
は
、
小
田
原
検
察
審
盆
会

事
務
局
(
電
話
。
四
六
五
j
n
i
iハ

一
八
六
)
へ
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
簿
記
講
設

が
問
問
か
れ
る
。

マ
日
如
何

4
円
2
H
(月
}
3
6円

6
3
(
水
)
ま
で
の
う
ち
の
全
括
判

時
間
午
後
6
時
3
8時

マ
会
場
手
塚
商
工
会
議
所

マ
受
講
料
一
万
八
千
五
白
凹
ト
円

マ
申
込
賠
限

3
月
回
日
(
金
)

マ
申
込
先
平
塚
商
工
会
議
所
(
電

話
田
一

h

一
O)

日
本
赤
J
B
t
d

社
w
十
四
時
市
地
区
で

は
、
中
学
生
を
対
車
と
し
た
口
車
合

年
救
急
法
講
習
会
を
開
く
。

マ
日
程
3
月
却
日
(
金
)
、
出
口

(
土
)
の
2
日
間

・
時
間
午
前
9
時
L
午
後
5
時

守
会
場
勤
労
会
館

門
〉
定
員
刊
人
(
先
者
閣
)

マ
受
講
料
五
百
回

マ
申
込
先
社
会
課
管
理
保
(
内
観

一一一

O
)

M
m
N
内
広
場
を
間
開
放

平
塚
M
N
ピ
ル
で
は
、
市
内
に
あ

るん
V
(

仕
出
体
な
ど
の
練
習
や
発
表
の

場
と
し
て
、

M
N
ピ
ル
内
広
場
を
無

料
で
提
供
し
て
い
る
。

マ
利
用
で
き
る
広
場
北
広
場
、
モ

ル
広
場
、
南
一
心
埼

な
お
、
広
場
貸
し
出
し
に
際
し
て

ス
テ
ー
ジ
、
い
す
等
も
量
し
出
し
安

す
る
。

マ
時
間
午
前
日
時

3
午
後
8
時

「
尚
広
場
は
よ
L

、
日
曜
日
の
み
)

マ
問
い
ム
円
わ
せ
先
し
よ
う
な
ん
四

季
の
広
場
M
N
事
務
局
{
電
話
回

回
二
回
心
)

県
立
厚
木
南
高
等
学
校
で
は
、
家

庭
や
仕
挙
の
都
合
で
埠
円
通
学
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
平
成
2
年
度
の

通
信
制
課
程
生
廷
を
募
築
ず
る
。

V
入
学
資
格
県
内
に
お
勤
め
か
お

住
ま
い
の
方
で
、
中
学
校
を
卒
業
し

や
食
後
な
ど
、
体
の
状
鑑
に
よ
し
て
い
る
施
設
の
保
健
貯
に
ご

り
常
に
変
動
す
る
の
で
一
、
測
定
相
談
く
だ
さ
い
。

機
の
数
値
は
あ
く
ま
で
健
援
の

A
一
後
、
状
況
を
み
な
が
ら
、

目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
外
の
施
設
に
も
設
蚕
を
検
討
し

ま
た
、
測
定
す
る
と
き
に
正
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
い
使
い
方
を
し
な
い
と
百
億
(
福
祉
総
藷
課
・
畿
康
務
)

な
数
値
と
な
ら
な
い
の
で
、
ご
※
市
へ
の
ご
要
請
『
ご
意
見
な

注

意

く

だ

さ

い

。

ど

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

お

気

経

な
お
、
総
定
に
つ
い
て
不
明
に
広
務
課
広
蒋
係
(
内
線
三
五

な
点
や
高
い
数
値
が
出
た
場
合
目
)
へ
。

は
健
康
諌
か
、
測
定
機
を
設
建

て
い
る
こ
と
(
年
齢
は
両
川
わ
な
い
)

マ
募
集
地
尚

3
日
間
円
(
日
)
1

4
月
3
日
(
火
)

-
受
付
時
間
午
前
9
時
ぇ
今
後
5

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

V
山
勝
義
額
入
学
原
書
、
調
在
需

詳
U

く
は
、
民
校
週
一
世
制
課
界

一
一
千
山
川
草
木
市
開
山
七
r
比一一-

話
。
四
六
一

へ。

議H i3童書i毘民議お気緩lこご手IJ，胃を

r
h

動
産
登
m
Jお
よ
び
荷
業
敬
一
訂

正
の
部
改
日
に
伴
い
、
畳
一
d
f数

料
が
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
。

マ
主
な
改
正
点

9

会
社
や
各
種
法
人
の
雪
包
簿
の
閲

覧
一
一
一
百
円
(
新
規
)

ム
江
記
識
の
閲
覧
(
一
登
記
用
紙
)

一
一
百
円
が
一
百
円

a

登
記
簿
の
謄
本
、

b
本
(
一
連
)

四
百
円
が
五
百
円

・
印
鑑
の
町
証
明
書
(
一
通

J

百
円

が
-
(
一
百
円

e

登
記
事
翁
に
変
ニ
更
が
な
い
こ
と
等

心
蕊
明
(
一
仲
)
一
一
百
円
が
一
一
一
間
内

詳
し
く
は
、
横
浜
地
乃
法
務
局
干

場
出
張
が
(
屯
J
m
話
一
三
九
六
O)

¥
O
 

f
 あたたかい

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
f

ア
な
ど
に
慣
わ
れ
る
。
こ

協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
臼

L
一
一
一
一
一
一
)
へ
。

マ
社
金
福
祉
纂
金
へ

e

梅
擢
労
働

組
合
八
万
一
二
千
一
一
百
一
十
円
、
湘

南
関
友
会
千
万
円
、
見
入
金

千
円
、
小
野
英
知
F

十
万
円
、
子

葉
光
男
五
千
円
、
千
葉
ミ
ヤ
子

か
た
つ
む
り
し
、
万
山
冗
一

戸
塚
Y
W
C
A

一
万
円
、
鈴
木
瀬
一

次
郎
一
万
円
、
グ
リ
ー
ン
ヲ
ヴ
ナ
一

一
千
百
九
ト
九
円
、
コ
ブ
か
な
が
一

わ
同
時
居
委
員
会
)
む
千
四
ト
円
、
何
一

森
長
津
位
一
一
千
円
、
小
地
水
ツ
ヤ
一

子
二
千
円
、
頼
朝
降
丘
F
円
、
一

4
1
探
高
等
職
業
技
街
校
万
一
千
一

間
口
五
I
T

四
円
、
追
分
交
通
従
業
員
一

一
同
一
-
千
百
円
、
宇
野
達
雄
白
一

万

円

一

マ
泥
撞
福
祉
へ
‘
融
崎
鮎
一
て
l

一

円
、
一
一
協
化
学
六

F
八
百
六
十
九
一

マ
社
金
撞
祉
へ
・
磯
崎
蝿
友

工
円

マ
交
通
逮
捕
児
へ

e

…
一
協
化
学
五

F
円
、
捕
内
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行

苦
員
会
五
万
一
千
八
百
円

敬柄、時

ス
ボ
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
3

ツ
に
閲
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
h
H
を。

問
い
合
わ
せ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
民
(
電
話
話
。
一
。
一
二
)
へ
。

マ
ス
ポ
ー
ツ
義
金
へ
・
羽
ス
ポ
ー

ツ
間
体
新
年
の
集
い
参
L

加
者
一
『
月

四
万
五
工
二
話
七
十
一
円

みどり基金
まマ政成
つみ保問なみ
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